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Ⅳ. 資料

研修会申請書（研修生推薦表）

「研修生推薦表」には、以下の項目が含まれる。
・所属校：学校名、郵便番号、所在地、電話、FAX、E-mail
・個人状況：氏名、民族、生年、性別、電話、E-mail
・最終学歴：卒業年、卒業校、専攻
・日本語学習歴：学校、期間
・日本語教師歴：担当学年ごとの年数
・訪日経験の有無、訪問先や訪問目的
・日常的に日本人と話す機会の有無、頻度
・研修を受けたい分野、日本語を教える中で遭遇する疑問や質問
・所属校校長の推薦意見、署名、公印
・教研員の推薦意見（研修生本人の日本語力：レベルA～C）、署名
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研修会申請書

研修会申請書（日本語開設状況）

「日本語開設状況」には、以下の項目が含まれる。
・学校名、校長氏名
・学校属性：初級中学、高級中学、完全中学（中高一貫校）のいずれか

漢族学校、民族学校のいずれか。民族学校の場合の民族、
授業で使う言語は何か
重点学校、非重点学校のいずれか、重点学校の場合、市
レベル、省レベルのいずれか

・直接管轄する教育行政機関はどこか（鎮、県、区、市、省のいずれか）
・生徒の状況：各学年全体のクラス数と各クラスの生徒数、および各

学年の日本語クラス数と各日本語クラスの生徒数。
前年度と比較して、日本語を履修する生徒数の増減状況

・日本語科目を開設した年度、日本語科目の責任者、日本語教師数
・日本語科目の位置づけ：第一外国語、第二外国語のいずれか
・その他の外国語科目の設置状況はどうか
・全日本語教師の状況：氏名、性別、年齢、民族、卒業年、卒業校、
日本語教師歴、正教員か否か
・教材設備：日本語の参考図書、資料にどんなものがどのくらいあるか
（辞書、ビデオテープ、カセットテープ、写真教材など）、現在使用して
いる教科書は何か。ホームページのURL、日本語入力ソフト
・日本との交流：交流先、交流方式、交流開始のきっかけ、その他交

流計画
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Ⅳ. 資料

「漢語話者のためのわかりやすい日本語シリーズ」制作メンバー

代表 加納陸人 文教大学助教授
監修 水谷修 名古屋外国語大学教授

①『発音』（1998年初版、毎年改訂、2002年改訂・完成・発行）

執筆 〈漢語話者対象〉
石井誠 「横浜・児童生徒のための日本語教育を考える会」メンバー（1998～2000）
山口敏幸 国際交流基金日本語教育専門家（1998～2002）
〈朝鮮語話者対象〉
泉文明 龍谷大学助教授（1998～2002）
新川以智子 名古屋大学非常勤講師（1998～2000）

校閲 塩原慎次郎

②『コミュニケーション表現』（1997年初版：『交際用語』、<1999年改題>、毎年改訂、2001年改訂・完成、2002年発行）

監修 阪田雪子
執筆 飯島ひとみ 杏林大学非常勤講師（1997、1998、2000）

石井誠 「横浜・児童生徒のための日本語教育を考える会」メンバー（1997）
伊藤宏美 群馬大学留学生センター非常勤講師（1997）
田中妙子 慶応義塾大学国際センター専任講師（1997、1998）
本田明子 立命館アジア太平洋大学常勤講師（1997）
本田弘之 杏林大学助教授（1997～2001）
松田みゆき 島根大学非常勤講師（1999～2001）

③『類義表現の使い分け』（1997年初版、1998、1999年改訂、2001年改訂・完成、2002年発行）

監修 姫野昌子
執筆 飯島ひとみ 杏林大学非常勤講師（1997、2001）

石井誠 「横浜・児童生徒のための日本語教育を考える会」メンバー（1997～1999、2001）
伊藤宏美 群馬大学留学生センター非常勤講師（1997）
高野浩子 学習院大学非常勤講師（1998）
田中妙子 慶応義塾大学国際センター専任講師（1997、1999、2001）
本田明子 立命館アジア太平洋大学常勤講師（1997）
本田弘之 杏林大学助教授（1997）
山口敏幸 国際交流基金日本語教育専門家（1998、1999、2001）

④『助詞の使い分け文例集』（1997年初版：「動詞の整理」、2001年改訂・完成、2002年発行）

監修 阪田雪子
執筆 飯島ひとみ 杏林大学非常勤講師（1997、2001）

石井誠 「横浜・児童生徒のための日本語教育を考える会」メンバー（1997）
伊藤宏美 群馬大学留学生センター非常勤講師（1997）
田中妙子 慶応義塾大学国際センター専任講師（1997）
本田明子 立命館アジア太平洋大学常勤講師（1997）
本田弘之 杏林大学助教授（1997、2001）

⑤『発音指導の手引き』（2002年初版・完成・発行）

執筆 永保澄雄 龍谷大学非常勤講師
翻訳・校閲 朱春躍 元北京外国語大学教授

（敬称略、五十音順、下線はリーダー、括弧内は関わった版の発行年、肩書きは教材完成時のもの）

その他協力者

校閲・校正 佐多一郎（①『発音』～④『助詞の使い分け文例集』）、（有）天山舎（⑤『発音指導の手引き』）
イラスト 浅山友貴（②『コミュニケーション表現』）
表紙デザイン・
基本フォーマット

向井裕一

組版 （有）新疆
声出演 岩田まこ都、水野惇雄（付属テープ）

協力機関

助成 国際交流基金（講談社よりの寄付金を原資とした国際交流基金特定助成）／（社）東京倶楽部
協賛 キングレコード（株）

（敬称略）



TJF

約922万円

約716万円

約793万円

約704万円

約992万円

約327万円

約156万円

国際協力機構

・青年海外協力隊日本
語教師隊員 1名の講
師としての参加を調整

・青年海外協力隊日本
語教師隊員 5名の講
師としての参加を調整

・青年海外協力隊日本
語教師隊員 1名の講
師としての参加を調整

・青年海外協力隊日本
語教師隊員 7名の講
師としての参加を調整

・青年海外協力隊日本
語教師隊員 6名の講
師としての参加を調整

・青年海外協力隊日本
語教師隊員 6名の講
師としての参加を調整

・青年海外協力隊シニ
ア日本語教師隊員1名
の講師としての参加を
調整
・青年海外協力隊日本
語教師隊員 5名を講
師として派遣

国際交流基金

日本から2名、北京から1名の講師の
派遣費用の一部を負担

・約77万円（日本からの講師派遣費用
に充当）
・高校『日語』日本側編集員1名を講師
として派遣

・約80万円（日本からの講師派遣費用
に充当）
・高校『日語』日本側編集員4名を講師
として派遣

・約198万円（日本からの講師派遣費
用に充当）
・中国赴任中派遣専門家3名を講師と
して派遣
・『教科書を作ろう』を研修生に寄贈

・約314万円（日本からの講師派遣費
用に充当）
・中国赴任中の専門家3名を講師とし
て派遣
・『教科書を作ろう』を研修生に、「写真
パネルバンク」を研修生の所属校にそ
れぞれ寄贈

・約327万円（日本からの講師派遣費
用に充当）
・中国赴任中の専門家3名と青年日本
語教師2名を講師として派遣
・『教科書を作ろう』を研修生に、「写真
パネルバンク」を研修生の所属校にそ
れぞれ寄贈
・中学『日語』日本側編集員3名を講師
として派遣
・講談社よりの寄付金を原資とした特
定助成680万円（うち505万円は研修
会開催費用に、175万円は教材制作費
に充当）

・約230万円（日本からの講師派遣費
用に充当）
・中国赴任中の専門家1名と青年日本
語教師3名を講師として派遣
・『教科書を作ろう』を研修生に、「写真
パネルバンク」を研修生の所属校にそ
れぞれ寄贈
・中学『日語』日本側編集員4名を講師
として派遣
・講談社よりの寄付金を原資とした特定
助成587万円（研修会開催費用に充当）

三菱銀行国際財団

・280万円（現地運営費に
充当）
・大連市教育学院にコピー
機1台を寄贈

・280万円（現地運営費に
充当）
・黒龍江省教育学院と大連
市教育学院にそれぞれファ
ックス機1台を寄贈

・290万円（現地運営費に
充当）
・黒龍江省教育学院と大連
市教育学院にそれぞれコピ
ー機1台を寄贈

・300万円（現地運営費に
充当）
・遼寧教育学院にコピー機
1台、中国教育学会外語教
学研究会にコンピュータ1
台をそれぞれ寄贈

・300万円（現地運営費に
充当）
・吉林省教育学院にコピー
機1台、中国教育学会外語
教学研究会に日本語関連図
書をそれぞれ寄贈

・300万円（現地運営費に
充当）
・内蒙古教育庁にコピー機
1台、遼寧教育学院にビデ
オ教材、研修生に聴解教材
をそれぞれ寄贈

・200万円（現地運営費に
充当）

東京倶楽部

125万円（教
材制作費に
充当）

175万円（教
材制作費に
充当）

第1回
（1996年）

第2回
（1997年）

第3回
（1998年）

第4回
（1999年）

第5回
（2000年）

第6回
（2001年）

第7回
（2002年）
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日本側関係機関負担経費一覧

日本側関係機関負担経費一覧

・第1～6回では、青年海外協力隊日本語教師隊員はボランティアとして個人参加した。宿泊費、食費、交通費は主催者が負担した。
・TJFの負担金は、開催時のスタッフ派遣費用と教材制作費用を含む。
・上表のほかに、多数の出版社など（9頁参照）に教材の寄贈あるいは割引価格での提供をしていただいた。
・全日本空輸には、毎年、約1トンに上る教材･資料を無償で空輸していただいた。
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